
羅

纂

興
正
菩
薩
叡
奪
の
自
叙
傳
に
つ
い
て

（
下
）

一
満
身
畳
正
記
の
研
究
1

9

橋

川

正
．

五

　
次
に
本
書
の
炎
蓮
史
料
こ
し
て
の
領
値
に
つ
い
て
一
言

し
ょ
う
。
叡
奪
は
三
法
利
生
の
た
め
に
南
離
北
馬
殆
ん
ざ

そ
の
席
の
温
ま
ら
な
か
っ
た
有
楼
で
日
を
逡
つ
た
か
ら
、

從
っ
て
本
書
は
豊
富
な
交
通
史
料
を
提
供
す
る
Q
そ
の
足

跡
は
こ
遍
聖
ほ
ぜ
全
國
に
普
及
し
て
は
み
な
か
つ
セ
に
し

て
も
、
弘
長
二
年
六
十
二
歳
の
時
に
は
鎌
倉
に
赴
き
、
そ

　
　
　
第
七
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
興
正
菩
薩
叡
尊
の
自
叙
傳
に
つ
い
て
（
下
）

の
他
近
畿
の
地
方
を
巡
遊
し
、
或
は
束
伊
勢
に
、
或
は
西

播
摩
に
、
或
は
南
紀
伊
に
、
至
る
庭
そ
の
足
跡
を
印
し
て

居
る
。
敷
化
の
範
士
は
大
聖
右
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
こ

、
に
は
特
に
鎌
倉
に
赴
い
た
こ
ご
に
就
い
て
述
べ
て
お
き

た
い
◎
前
に
も
引
い
た
關
聖
徒
還
記
は
即
ち
そ
の
行
の
往

返
に
逸
す
る
も
の
で
、
大
森
金
五
郎
氏
が
嘗
て
『
歴
史
地

理
』
（
第
三
十
一
懇
第
五
號
、
言
忌
往
還
記
を
讃
む
）
誌
上

で
そ
の
考
謹
を
螢
表
さ
れ
て
み
る
か
ら
、
同
書
の
庚
料
ご

　
　
　
恥

　
　
　
　
　
　
麓
が
　
一
二
独
脚
　
　
　
　
山
ハ
一
　
　
（
㎜
回
（
）
一
二
）



　
　
　
第
七
雀
　
　
雑
　
纂
　
　
興
正
菩
薩
叡
翁
の
自
叙
傳
に
つ
い
て
（
下
）

し
て
の
償
値
は
そ
れ
に
譲
っ
て
、
こ
、
に
は
本
書
に
そ
の

行
が
如
何
に
記
さ
れ
て
み
る
か
を
紹
介
し
よ
う
ご
思
ふ
。

大
森
氏
は
径
還
記
の
記
事
の
年
代
を
考
謹
す
る
た
め
に
吾

妻
鏡
を
墾
重
し
、
「
因
て
是
は
弘
長
二
年
の
記
事
ε
見
て
差

支
な
き
も
の
、
如
し
」
ご
結
ば
れ
、
往
還
記
の
筆
者
に
つ

い
て
は
何
等
推
論
さ
れ
て
る
な
い
が
、
本
書
の
記
事
に
援

っ
て
氏
の
考
謹
さ
れ
た
記
事
の
年
代
の
誤
り
な
き
こ
ご
を

窟
極
的
に
護
明
す
る
ご
共
に
、
更
に
そ
の
筆
者
す
ら
こ
れ

を
明
か
に
し
得
た
の
で
あ
る
。
本
書
は
こ
れ
に
醒
し
て
左

の
如
く
見
え
て
居
る
。

　
噌
弘
一
長
二
年
半
比
ム
ハ
十
二
歳
、
正
n
月
二
日
、
爲
越
州
（
審
〔
時
）

　
使
者
、
具
阿
彌
陀
佛
、
持
越
州
朕
将
來
、
被
載
最
明
寺
・

　
灘
門
構
酒
量
犠
欝
欝
爲
興
法
爲
受
戒
尤
康
幾
旨
、
傍
方
タ

　
難
去
子
細
多
故
、
慈
領
歌
、
（
中
里
）
自
二
月
四
日
進
登
、

　
至
心
月
十
五
臼
鰭
艸
寺
、
入
ケ
一
月
日
々
事
、
性
海
　
比
丘
加
仕

　
還
記
事
懇
粗
粒
之
、
傍
不
記
之
、

こ
れ
に
よ
っ
て
叡
愈
の
鎌
倉
行
の
動
機
を
知
る
ご
共
に
現

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
　
山
ハ
ニ
　
　
（
四
〇
四
）

存
の
往
還
記
は
首
尾
映
逸
し
て
、
記
事
は
二
月
五
日
に
始

ま
り
、
七
月
二
十
九
日
に
絡
っ
て
み
る
が
、
そ
の
前
後
歓

逸
の
程
度
が
明
か
ご
な
）
、
筆
者
は
性
悔
で
、
も
ご
二
怒
あ

っ
た
こ
ご
も
判
る
。
こ
の
行
に
つ
い
て
は
往
還
記
に
詳
し

く
記
さ
れ
て
み
る
か
ら
、
本
書
に
は
省
く
ご
叡
奪
自
ら
譲

っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
の
往
還
記
に
つ
い
て
前
に
墓
げ

た
年
譜
に
は
「
共
關
束
往
還
在
住
之
事
跡
、
侍
者
性
海
比

丘
錐
日
記
之
、
諸
子
已
失
、
亦
可
惜
即
し
ご
兄
え
て
居
る
。

元
仁
時
代
に
は
律
還
記
の
年
代
な
り
筆
者
は
知
ち
れ
て
る

淀
が
、
そ
の
本
文
は
散
侠
し
て
得
る
こ
ご
が
出
來
な
か
っ

た
。
庭
が
近
比
前
田
侯
爵
家
か
ら
往
還
記
な
る
も
の
が
寓

る
こ
ざ
は
出
た
が
、
今
度
は
そ
の
年
代
の
翠
煙
を
要
し
筆

者
は
不
明
に
瀕
し
た
。
そ
れ
が
本
書
に
振
っ
て
は
じ
め
て

裏
書
さ
れ
た
の
は
喜
ば
し
い
。
彼
此
封
照
す
れ
ば
轄
た
歴

史
研
究
の
興
味
を
戚
せ
す
に
は
居
ら
れ
ぬ
Q
因
み
に
性
海

は
叡
奪
に
常
上
し
た
人
で
あ
っ
て
、
本
書
に
纏
れ
ば
、
文

永
十
年
の
大
神
営
墾
詣
、
同
十
二
年
の
再
度
参
詣
、
弘
安



三
年
忌
第
三
回
の
令
弟
の
細
々
の
事
は
何
れ
も
性
海
の
記
　
　
る
か
ら
、
次
に
そ
の
鮎
を
少
し
く
見
る
こ
ご
、
す
る
Q

録
の
存
し
π
こ
ご
を
告
げ
て
居
る
。
弘
長
二
年
の
鎌
倉
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

も
そ
れ
ら
ご
同
楼
に
性
海
が
記
し
て
概
い
た
の
で
あ
る
。

　
な
ほ
弘
安
四
年
に
は
景
趣
の
生
瀬
宿
よ
り
播
磨
岩
峰
寺
　
　
　
肚
曾
史
料
こ
し
て
本
書
を
見
惹
に
つ
い
て
、
こ
、
に
は

に
至
り
、
鶴
丸
温
泉
寺
よ
り
多
田
院
に
出
て
居
b
、
五
年
　
　
先
づ
囚
人
ご
非
人
ビ
遊
女
ご
に
賭
す
る
も
の
を
摘
出
し
て

に
は
紀
州
に
入
っ
て
隅
田
、
相
賀
を
経
て
粉
河
寺
に
至
り
　
　
置
か
う
。

和
泉
河
内
を
経
て
西
大
寺
に
館
り
、
六
年
に
は
擁
門
大
難
　
　
　
囚
入
に
つ
い
て
は
仁
治
二
年
の
條
に

寺
、
前
上
仙
洞
寺
よ
り
越
智
に
田
で
、
大
和
の
南
部
を
経
　
　
　
九
月
七
日
、
於
東
獄
屋
、
囚
獄
人
命
沐
浴
、
入
目
輿
食
、

廻
す
る
ば
か
b
で
な
く
、
十
月
に
は
癒
津
に
入
っ
て
二
河
　
　
予
震
齋
戒
、
同
日
十
一
獄
、
命
沐
浴
、
九
驚
酒
食
、
授

よ
り
忍
頂
寺
三
島
郡
見
山
村
）
に
登
り
、
七
年
に
議
津
　
塵
事
潔
翻
嬢

茨
木
村
に
下
向
し
、
入
年
に
は
兵
庫
明
石
を
経
て
播
磨
の
　
　
こ
あ
る
。
か
の
七
度
囹
國
に
入
っ
て
法
華
経
を
議
し
た
春

法
華
山
に
赴
い
て
居
る
。
か
く
の
如
く
入
十
歳
以
上
の
老
　
　
朝
法
師
の
事
蹟
ご
合
せ
て
（
本
朝
龍
華
験
記
上
等
）
、
叡
鯨

躯
を
提
げ
て
行
化
を
績
け
、
到
る
慮
に
於
て
梵
綱
縄
古
狸
　
　
が
囚
人
に
入
浴
さ
せ
食
を
輿
へ
授
粘
し
た
事
蹟
は
特
筆
せ

記
の
講
…
義
を
行
ひ
、
菩
薩
戒
を
授
け
た
の
で
あ
る
が
、
そ
　
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
同
時
に
こ
の
時
代
の
囚
人
の
見
え
る
の

れ
が
本
書
を
し
て
交
通
史
料
こ
し
て
重
か
ら
し
め
る
ご
同
　
　
は
珍
し
い
。

・
時
に
、
地
方
鷹
民
に
接
し
、
下
暦
階
級
に
敷
化
を
施
し
た
　
　
　
次
に
非
人
に
つ
い
て
は
同
年
の
條
に

黙
に
鞭
て
、
又
肚
會
史
料
ご
し
て
見
る
べ
き
一
面
を
有
す
　
　
　
或
時
怨
性
景
雲
馬
司
住
人
乗
詮
舜
蓮
房
語
長
性
日
、
毎

　
　
　
第
七
巷
　
　
維
　
纂
　
　
典
正
菩
薩
叡
尊
の
自
叙
傳
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
六
三
　
（
囚
〇
五
）



　
　
　
弟
七
巷
　
維
纂
　
興
正
菩
藏
叡
鞍
の
自
叙
傳
に
つ
い
て
（
下
）

　
非
人
宿
、
端
縫
文
殊
饗
宴
、
不
可
思
儀
、
奉
圖
維
一
鋪

　
可
安
慨
翠
煙
云
々
。

ご
あ
る
が
、
寛
元
二
年
に
は
愈
々
こ
れ
が
實
現
を
見
て
、

　
（
二
月
）
二
十
五
R
、
於
今
里
野
、
構
…
考
選
屋
、
奉
鼠
講

　
宿
文
殊
、
調
儲
齋
粥
等
、
供
一
千
除
非
入
、
途
乗
詮
所

　
立
之
惣
供
養
畢
。

ビ
書
い
て
ゐ
る
っ

　
文
永
六
年
の
條
に
は
η
〈
所
謂
奈
良
の
北
山
十
八
聞
戸
の
．

非
人
の
記
事
が
見
え
る
。

　
二
月
二
十
三
購
、
爲
管
施
行
事
、
移
住
般
若
寺
、
三
月

　
五
臼
、
鐵
嘗
寺
西
南
野
駈
駐
昧
、
爲
施
場
、
課
北
山
非
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
イ
↓
y

　
令
正
地
形
之
高
下
、
叉
兼
仰
長
吏
、
悔
泣
宿
非
入
交
名
、

　
十
一
日
串
之
、
此
供
養
間
作
法
、
別
有
性
海
比
丘
一
窓

　
記
、
傍
略
之
。

　
北
山
の
非
人
に
つ
い
て
は
喜
田
博
士
の
研
究
が
登
表
さ

れ
て
居
る
が
（
民
族
ご
歴
史
第
四
懇
第
一
號
、
大
和
に
於

け
る
唱
門
師
の
研
究
中
）
、
こ
れ
亦
そ
の
資
料
の
一
に
供
す

　
　
　
　
　
　
　
麓
〃
一
二
雑
酬
　
　
　
　
山
畠
権
門
　
（
四
〇
轟
ハ
）

る
こ
ご
が
出
域
る
。
な
ほ
非
人
に
冷
す
る
こ
ご
で
最
注
も

矯
に
値
す
る
の
は
、
浄
住
寺
附
近
の
非
入
の
起
講
文
の
見

え
る
こ
ご
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
永
十
二
年
（
四
月
二
十
五

日
建
治
ご
改
元
）
條
に
掲
げ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
、
八
月

掛
H
断
罪
廣
田
に
於
て
叡
奪
の
受
領
し
た
も
の
で
あ
る
。

全
交
を
次
ぎ
に
引
か
う
。

　
依
申
一
日
之
請
、
向
後
可
令
停
止
過
分
義
舞
々
事

　
一
、
諸
入
葬
悪
難
時
、
駈
合
随
身
、
於
山
野
具
足
者
、

　
錐
罷
取
、
號
無
典
物
、
群
重
葬
家
、
塾
側
不
足
事
、
可

　
命
停
止
之
。

　
一
、
堂
塔
等
供
養
井
藤
里
善
之
佛
事
時
、
施
叢
於
邊
預

　
涯
分
施
物
者
、
不
可
由
子
細
、
若
返
曾
之
時
者
、
縦
罷

　
向
可
預
施
物
之
由
難
業
之
、
相
随
施
者
意
樂
、
可
命
停

　
止
過
分
美
量
調
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稔
）

　
一
、
受
癩
病
之
誤
算
之
山
、
承
及
非
時
者
、
以
隠
便
使

　
者
、
申
醐
子
細
之
時
、
自
身
井
親
類
黒
球
相
計
、
重
病

　
之
上
者
、
在
家
之
居
住
、
始
絡
不
可
相
計
、
罷
出
考
不



可
子
細
、
不
曝
者
爲
長
吏
致
涯
分
志
者
、
向
後
可
止
共

煩
、
背
此
義
、
過
分
用
途
於
書
取
、
付
数
多
非
人
、
成

呵
漬
與
恥
辱
事
、
工
業
停
止
之
Q

一
、
重
病
非
人
等
，
京
都
之
習
、
依
無
他
方
便
、
於
上

下
町
中
、
致
乞
食
之
時
、
爲
諸
人
致
過
言
署
些
事
可
停

止
之
、
黒
磯
々
殖
難
蝦

右
於
此
四
ヶ
適
者
戸
諸
系
轟
々
一
等
、
可
守
此
旨
者
也
、

此
■
義
有
御
器
、
於
一
日
片
時
之
入
御
候
者
、
向
後
永
守

此
旨
、
更
不
可
違
失
、
以
銀
鱗
受
戒
人
数
者
、
臨
三
期
、

非
人
編
集
之
時
、
一
々
可
今
注
進
也
、
長
々
庫
入
、
皆

以
預
御
化
度
候
、
當
坂
一
所
、
相
漏
其
内
事
、
併
可
爲

　
　
（
マ
・
）

舎
衛
三
憶
衆
生
候
之
間
、
爲
被
垂
奉
等
之
御
慈
悲
、
二

期
非
人
一
等
請
丈
如
件
Q

　
建
治
元
年
入
舞
十
三
日
　
　
長
吏
以
下
七
人
連
鋼

追
言
上
仕

三
皇
請
文
書
爾
涌
…
歌
、
一
通
者
一
切
喜
寿
藏
内
規
之
、

一
通
華
押
之
、
錐
爲
後
々
末
代
、
永
守
此
旨
、
不
可
蓮

　
　
第
七
巷
　
　
雑
　
棊
　
　
興
正
菩
薩
叡
穣
の
白
叙
傳
に
つ
い
て
（
下
）

　
失
、
御
沙
汰
人
々
趣
、
不
存
疎
略
候
之
聞
、
向
後
事
、

　
爲
止
疑
殆
々
御
意
子
細
追
言
上
如
件
。

　
こ
の
交
書
に
あ
る
悲
悼
非
人
の
當
坂
ご
は
何
庭
で
あ
る

か
明
か
で
な
い
が
、
京
都
西
山
の
地
松
尾
近
傍
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
何
れ
に
し
て
も
坂
の
文
宇
は
注
意
す
べ
く
、

京
都
附
近
の
非
入
の
生
活
を
知
る
上
に
於
て
最
も
貴
重
な

更
糾
で
あ
る
。
か
の
寛
元
二
年
三
月
前
本
寺
奈
良
坂
非
人

陳
申
清
水
坂
非
人
等
降
路
虚
誕
子
細
拠
欝
醗
矧
総
）
に
比

べ
る
ご
、
茄
梢
年
代
は
後
れ
る
が
、
こ
れ
は
京
都
附
近
の
非
．

人
史
料
ビ
し
て
顧
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
文
書
の
趣
意
に
よ

る
ご
、
先
づ
四
個
條
の
起
請
を
な
し
て
、
諸
國
の
非
人
が

銑
に
叡
奪
の
漱
化
を
受
け
て
居
る
に
も
拘
ら
す
、
當
坂
一

駈
の
非
人
ば
か
り
未
だ
化
盆
に
露
う
て
居
な
い
か
ら
こ
て

慈
悲
を
垂
れ
ら
れ
ん
こ
ε
を
願
ひ
出
π
の
で
あ
る
。
こ
の

申
撮
に
鋤
し
て
叡
奪
は
二
十
四
五
六
七
の
四
ヶ
日
に
亙
っ

て
施
行
を
な
し
た
。
そ
の
人
数
却
て
三
千
三
百
三
十
五
人

人
別
銭
三
十
交
で
あ
っ
た
ご
い
ふ
。
更
に
東
西
に
放
生
を

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
山
ハ
｝
工
　
（
四
〇
七
）
　
　
、



　
　
　
第
七
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
興
正
菩
薩
叡
尊
の
慮
叙
鮮
に
つ
い
て
（
下
）

行
ひ
、
名
門
百
人
を
講
じ
て
人
刷
布
施
一
華
｝
斗
供
養
料

百
貫
文
、
非
入
漣
屋
に
擬
し
、
其
後
羅
臼
房
な
る
も
の
＼

沙
汰
に
よ
っ
て
そ
の
功
を
絡
る
こ
い
ふ
Q
こ
れ
を
以
て
叡

奪
の
露
人
布
敷
の
方
法
及
び
態
度
を
見
る
べ
き
で
あ
る
Q

　
次
に
弘
安
五
年
の
條
に
和
泉
河
内
の
非
人
の
こ
ご
が
現

は
れ
て
居
る
。
そ
れ
は
前
述
の
紀
州
に
下
向
し
た
露
途
の

こ
ご
で
、
十
月
二
十
H
久
米
田
寺
に
着
し
、
二
十
一
H
堂

供
養
（
興
言
供
養
）
を
行
ふ
た
棚
「
非
入
施
行
、
百
貫
百
看
」

ご
幕
す
る
。
二
十
二
日
久
米
国
寺
よ
り
大
鳥
の
長
承
寺
に

向
ふ
途
上
に
取
石
ビ
號
す
る
非
人
の
宿
が
あ
っ
て
、
そ
こ

か
ら
蓮
請
文
を
差
出
し
π
o
そ
の
起
請
文
は
心
意
さ
れ
て

る
て
前
の
如
く
交
書
の
膿
裁
を
具
へ
て
居
な
い
が
、
次
の

如
く
で
あ
る
。

　
停
止
堂
塔
供
養
時
狼
薪
、
又
往
池
亭
癩
病
人
、
路
頭
往

　
蓋
置
病
人
、
錐
見
目
聞
耳
、
　
踏
切
不
可
串
鰯
子
細
、
一

（
掬
緩
意
坂
覚
、
以
前
三
ケ
條
、
爲
申
請
莫
嚢
老

　
行
時
之
入
御
、
捧
此
誓
状
、
向
後
若
命
蓬
剛
、
於
當
國

　
　
　
　
　
　
　
餓
濯
三
瀬
　
　
　
　
山
島
山
ハ
　
（
四
〇
入
）

　
中
取
石
宿
非
理
経
回
之
分
所
之
者
、
被
相
燭
地
頭
守
護
、

　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
御
方
日
照
被
止
歎
庭
也
、
磁
恐
々
言
上
如
件
。

　
　
弘
安
五
年
十
月
二
十
二
日
　
　
　
　
、
七
人
蓮
割

　
こ
の
妖
に
よ
っ
て
叡
．
奪
に
そ
の
宿
堂
に
於
て
供
養
法
を

勤
修
し
絡
っ
て
長
承
寺
に
着
し
π
Q
文
書
の
内
容
は
前
の

四
箇
條
の
も
の
ε
大
差
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
か
く
し
て

大
鳥
祉
壇
に
於
て
大
般
若
経
を
縛
讃
し
て
河
内
に
田
で
、

二
十
八
口
此
大
和
寺
に
於
て
堂
供
養
を
行
ひ
、
璽
日
更
に

阿
彌
陀
堂
の
供
養
を
行
う
た
。
こ
の
時
、
「
非
人
文
殊
供
養
．

ご
千
除
人
、
人
別
施
輿
飲
食
昇
鶏
眼
一
連
、
」
ご
記
し
て
居

る
。
非
人
の
数
は
各
地
何
れ
も
侮
）
難
い
多
人
数
で
あ
っ

7
㌔
O

ψ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
次
に
そ
の
翌
六
年
の
條
に
は
大
和
三
輪
の
非
人
の
こ
ご

が
田
て
遡
る
。

　
入
夜
戊
時
、
於
三
輪
非
人
宿
堂
、
四
百
五
十
八
入
、
授

　
菩
薩
戒
、
た
順
臨
鮒
、
三
内
不
可
入
酒
之
由
、
札
懸
之
単
、

　
（
三
月
二
疑
の
條
）
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、



ご
い
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
る
Q
前
の
取
石
の
宿
に
宿
堂
の
あ

っ．

ｽ
や
う
に
、
三
輪
で
も
宿
堂
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
、
禁

酒
の
起
請
も
三
熱
ハ
昧
あ
る
こ
ご
で
は
な
い
か
。
か
く
の
・
如

く
各
地
の
非
人
の
生
活
斌
態
の
窺
は
れ
る
も
の
が
あ
る
ご

共
に
、
兵
庫
の
遊
女
の
こ
ビ
も
見
え
て
居
る
。

　
そ
れ
は
弘
安
入
年
の
條
で
、
前
に
蓮
べ
た
播
州
の
法
華

山
に
赴
い
た
蹄
途
の
こ
ご
で
あ
る
。
入
月
十
口
大
藏
谷
に

着
き
、
十
一
刊
兵
庫
に
到
着
し
た
叡
奪
は
、
十
三
日
安
養

寺
に
於
て
九
百
七
十
二
人
に
菩
薩
戒
を
授
け
、
随
分
殺
生

禁
漸
朕
を
差
出
す
も
の
一
千
七
百
入
十
人
に
及
ん
だ
。
土

地
柄
ビ
て
海
入
漁
人
に
し
て
叡
愈
の
戚
何
々
う
け
、
殺
生

禁
断
朕
を
捧
げ
た
も
の
も
交
っ
て
み
た
で
あ
ら
う
。
而
し

て
「
戯
女
等
毎
月
持
齋
舗
醗
淋
側
聞
詠
鵬
」
こ
い
ふ
。
遊
女
に

し
て
画
面
の
文
化
を
蒙
り
、
毎
月
随
宣
旨
戒
を
持
つ
た
の

で
あ
る
。
遊
女
に
糖
化
を
輿
へ
た
人
に
は
、
古
來
書
爲
山
の

性
室
上
人
や
法
然
上
人
の
名
を
傳
へ
て
る
る
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
無
考
も
亦
そ
の
一
入
に
数
へ
る
こ
ご
が
田
來
る
の

　
　
　
第
七
巷
　
　
維
　
纂
　
　
興
正
菩
薩
叡
穣
の
貞
叙
傳
に
つ
い
て
（
下
）

で
あ
る
。
西
大
寺
に
寄
す
る
木
像
に
よ
っ
て
窺
は
れ
る
や

う
な
温
顔
を
以
て
、
．
諄
々
ご
遊
女
に
敏
を
説
い
た
入
十
五

歳
の
老
聖
者
の
昔
容
が
、
髪
髭
ご
し
て
眼
に
見
え
る
や
う

で
あ
る
。

七

最
後
に
本
書
の
史
料
ご
し
て
の
債
値
を
稟
書
す
る
た
め

に
、
現
存
す
る
常
時
の
金
石
文
ε
の
交
渉
を
「
・
督
し
て
潰

か
う
。

　
西
大
寺
の
舎
利
塔
（
中
質
）
に
は

　
　
舎
利
之
流
布
當
時
錐
盛
稟
承
之
明
鏡
古
今
尤

　
　
虚
血
去
年
急
心
圖
戚
得
招
提
寺
舎
利
一
粒
相

　
　
傳
之
由
來
信
仰
無
武
機
縁
之
純
ロ
玉
壷
且
千

　
　
（
ま
㌧
）

　
　
介
以
蓮
連
相
績
復
相
承
奇
瑞
之
舎
利
爾
参
粒

　
　
或
傳
從
黙
寺
之
賓
□
搾
出
從
七
山
之
帥
ロ
無

　
　
上
之
法
賓
待
時
而
自
集
無
際
之
群
兆
寧
可
不

　
　
崇
哉
因
叢
論
鋳
墾
尺
金
銅
寳
塔
一
基
奉
納
此

　
　
　
　
　
　
歯
痛
一
二
貌
　
　
　
　
山
ハ
七
　
　
（
四
∩
九
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
興
正
警
薩
叡
箪
の
白
叙
傳
に
◇
い
て
（
下
）

　
　
佛
含
利
率
畳
西
大
寺
塔
院
也
永
爲
…
寺
之

　
　
露
賓
特
需
萬
代
之
後
葉
而
已

　
　
　
文
永
七
年
麟
軟
六
月
一
日
己
巳
輯
曜

　
　
　
　
　
　
　
本
願
主
　
西
大
寺
衆
首
沙
門
叡
．
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
事
比
丘
　
慶
海
（
以
下
略
之
）

ビ
い
ふ
銘
が
あ
る
が
、
本
書
の
文
永
六
年
の
條
を
滲
照
す

る
ピ
、
入
事
六
田
に
招
提
寺
御
舎
利
一
粒
威
得
の
記
事
が

あ
っ
て
、
右
の
銘
ε
吻
合
し
、
「
去
入
月
六
日
所
戚
得
招
提

題
舎
利
、
襲
擁
立
金
銅
三
尺
塔
婆
之
願
、
帥
瑠
璃
賓
瓶
鯉

濃
嚴
之
」
ビ
い
ふ
記
載
さ
へ
見
え
る
。
（
近
刊
の
大
H
本
金

石
碑
に
交
永
七
年
翻
意
七
十
一
歳
と
す
る
が
、
實
は
七
十

歳
の
懸
り
で
あ
る
、
因
み
に
訂
正
し
て
お
く
）
。
な
ほ
同
寺

に
藏
す
る
高
調
多
賓
塔
（
同
上
）
に
は

　
　
大
願
主
西
大
寺
沙
門
叡
尊
始

　
　
自
弘
安
山
ハ
年
癸
未
山
一
二
日
一
日

　
　
至
干
同
七
年
壁
申
入
月
七
日

　
　
造
畢
臓
数
ム
ハ
百
九
十
六
日
　
　
　
　
大
工
藤
原
宗
安

　
　
　
　
　
　
　
弟
三
揃
　
　
　
六
八
　
（
四
一
〇
）

ピ
い
ふ
銘
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
本
書
の
弘
安
七
年
入
月
七

田
の
條
に
「
餓
塔
造
立
軍
功
」
ご
あ
る
の
こ
よ
く
一
致
す

る
。
な
ほ
こ
の
他
古
寓
無
漏
の
識
語
の
類
を
漁
っ
た
な
ら

ば
、
本
書
の
記
事
ご
符
題
す
る
も
の
が
あ
ら
う
が
、
本
書

の
裏
書
こ
し
て
は
以
上
で
十
分
事
足
る
ざ
信
ず
る
か
ら
略

す
る
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
本
書
は
種
々
の
黙
か
ら
注
意
す
べ

き
も
の
で
あ
っ
て
、
か
の
俊
乗
房
重
源
の
南
無
阿
彌
陀
佛

作
善
集
ビ
相
並
ん
で
、
鎌
倉
時
代
佛
敢
の
一
面
を
物
語
る

有
力
な
史
料
で
あ
る
ご
共
に
、
本
書
は
作
善
集
よ
わ
も
更

に
内
容
の
廣
汎
豊
富
な
る
黙
に
於
て
歴
史
研
究
の
上
に
寄

沖
す
る
こ
こ
ろ
勘
か
ら
す
ご
信
ず
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
大
正
一
一
、
二
、
二
一
夜
縞
了
）


